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福
皐
空
港
の
滑
走
路
を
現
在
の

2
，
0
0
0メ
ー
ト
ル
か
ら

2
，
5
5
0メ
ー
ト
ル
に
延
長
す

る
た
め
の
「
空
港
施
設
変
更
許
可
申
請
書
」
が
黒
か
ら
提
出
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
地
元
の
利
害

関
係
者
か

5
意
見
を
題
く
た
め
に
、
運
輸
省
主
宰
に
よ
る
「
福
島
空
港
施
設
変
更
に
関
す
る
公
聴

会
」
が
5
月
叩
巴
(
金
)
、
須
賀
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
関
か
れ
、
公
述
人
犯
人
が
滑
走
路
延
長
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

ふ
、
1
1s

意
見
を
参
考
に
滑
走
路
延
長
の
空
港

施
設
変
更
計
闘
が
妥
当
か
ど
う
か
を

最
終
判
断
し
、
結
果
は
6
月
中
に
県

に
通
知
さ
れ
る
予
定
で
す
。
公
述
人
は

次
の
通
り
で
す
。
(
公
述
服
、
敬
称
略
)

直
志
摩
茂
嘉
(
福
島
県
土
木
部
長
)

園
高
木
博
(
須
賀
川
市
長
)

-
坪
井
宇
夫
(
県
商
工
会
議
所
連
合

会
長
)

罰
五
十
嵐
恒
(
須
賀
川
商
工
会
議
所

リ
H

，、
f
γ
M問
、
J

一口

mrん
エ
一
口
d
b
」

置
樫
村
吾
平
(
福
島
空
港
須
賀
川
市

公
聴
会
で
は
、
主
宰
者
代
表
の
古

津
運
輸
省
航
空
局
飛
行
場
部
管
理
課

補
佐
官
が
「
公
聴
会
は
運
輸
大
臣
が

飛
行
場
の
設
置
変
更
許
可
の
行
政
的

な
判
断
を
行
う
場
合
の
参
考
に
す
る

|反対公述 佐藤一男氏 !

「滑走路延長などの重要な蛮更を行う
場合は、県は事前に村と協議することに
なっておりますが、県の3，000メートJレ
延長構想、発表はこうした手)11慣を無視した
ものです。また、当初から2，500メート
jレの計画だったのだからーから作り替え
る今回の士事は典型的な無1駄使いです。
騒音について、法律の建て前基準を理

由に現在の静かな環境を悪化させながら
居直り、更に騒音や電波障害をひどくす
るやり方を許すわけには参りません。」

市福述 車回以瓦]

「空港と地域の共生を図る上でも、よ

り質の高い空港の設量が第ーであります

が、先祖伝来の貫重な土地を提供される

地権者の方々に御理解が頂けるよう、県

当局は誠意ある万全な措置をお願いしま

す。 2137ヲ県民期待の福島空港の拡張許

可を頂いたならば、円滑に進捗をし、早

期に2，500メートルの滑走路を有する空

港として開港できますよう強く要望いた
します。 J

ぷ~

e 

た
め
、
利
害
関
係
人
か
ら
意
見
を
聴

く
制
度
で
あ
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

引
き
続
い
て
、
公
述
人
ロ
人
に
よ

り
滑
走
路
2
，
5
0
0
メ
ー
ト
ル
延

長
に
つ
い
て
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。最

初
に
、
志
摩
福
島
県
土
木
部
長

が
開
設
者
で
あ
る
県
の
代
表
の
立
場

か
ら
「
将
来
の
航
空
需
要
の
増
大
や

県
内
の
各
種
地
域
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
に
、

2，

5
0
0
メ
ー
ト

ル
は
重
要
」

と
必
要
性
を
強
調
。
続

い
て
高
木
須
賀
川
市
長
は
「
福
島
空

港
の
拡
充
整
備
は
、
首
都
機
能
の
分

地
権
者
会
長
)

早
出
十
回
次
夫
(
玉
川
村
長
)

間
佐
藤

一
寿
(
石
川
町
、
農
業
)

・
佐
藤

一
男
(
玉
川
村
議
会
議
員
)

田
添
田
幸
信
(
須
賀
川
青
年
会
議
所

浬
事
長
)

E
野
村
紘

一
(
全
日
空
企
岡
室
統
括

部
長
)

園
藤
間
金
二
(
福
'局空
港
玉
川
村
地

権
者
会
長
)

-
益
子
隆
(
日
本
航
空
空
港
本
部

空
港
業
務
部
長
)

|賛成公述 藤田盃三頁1
「第6次空港整備 5ヶ年計画に、擢島

空港の滑走路延長が組み入れられたこと
は、空港の更なる発展、しいては地域の
発展につながるものと大きな期待を寄せ
てい否ところであります。
今回の拡張に伴い更に100ヘクターjレ

余りの土地を、買収により手放さなけれ
ばならないことは心痛な思いであります
が、増大する航空需要、空港のもたらす
効果や県民の期待などを考えると、やむ
を得ないと患うわけであります。」

散
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
今
回

の
変
更
は
全
体
構
想
の
一
つ
の
課
程

で
あ
る
」
と
積
極
的
な
取
り
組
み
を

要
望
す
る
な
ど
山
人
が
賛
成
意
見
を

述
べ
ま
し
た
。
一
方
、
石
川
町
曲
木

の
佐
藤
一
寿
さ
ん
(
農
業
)
が
「
高
速

交
通
の
時
代
で
あ
り
利
用
者
の
利
便

性
は
勿
論
で
す
が
、
周
辺
の
住
民
対

策
が
先
決
で
は
な
い
か
」
と
万
全
な

騒
音
対
策
を
求
め
る
条
件
付
き
の
賛

成
意
見
を
、
佐
藤
一
男
村
議
員
は
、

騒
音
や
電
波
障
害
な
ど
を
理
由
に
反

対
の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

運
輸
省
で
は
、
今
回
の
公
聴
会
の

拡張計画

畏 さ
申書
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幅 60m
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り
つ

か

ん

こ

う

む

製
造
物
責
任
法
と
は
、
製
品
の
欠
陥
に
よ
っ
て
生
命
、
身
体
、
ま
た
は
財
産
に
損
害
を
被
っ
た
こ

と
を
証
明
し
た
場
合
に
、
被
害
者
は
製
造
業
者
な
ど
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

法
律
で
、
通
称
P
し
も
「
O
丘

C
2
「

E
U
=
一ぞ
)
法
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
は
平
成

6
年
7
月
1
日
に
公
布
さ
れ
、
今
年
の
7
月
1
日
か
ち
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
消
費
者
の
皆
さ
ん
は
、
製
品
の
適
正
な
選
択
、
使
用
お
よ
び
保
守
が
重
要
で
す
。

製
品
の
仕
様
・
機
能
・
内
容
の
確
認
に
勢
め
、
使
用
す
る
際
に
は
表
示
・
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読

み
、
事
故
に
つ
な
が
る
よ
う
な
使
い
方
を
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
製
品
の
保

守
・
点
検
を
こ
ま
め
に
行
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

な
お
、
製
品
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
あ
わ
て
ず
写
真
を
撮
っ
て
お
く
な
ど
、
現
場
の
状

況
を
確
認
・
記
録
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

で
は
、
製
造
物
責
任
法
の
内
容
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
法
律
の
対
象
と
な
る
製
造
物
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
?

器
製
品
、
家
具
や
文
房
具
、
加
工
食
品

な
ど
は
製
造
物
で
す
が
、
不
動
産
と

か
生
鮮
食
品

i

電
気
や
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
も

の
は

P
L
法
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん。

こ
の
法
律
で
は
製
造
物
を
「
製
造

ま
た
は
加
工
さ
れ
た
動
産
」
と
定
義

し
て
い
ま
す
む
一
般
的
に
は
、
大
量

生
産
・
大
量
消
費
さ
れ
る
工
業
製
品

を
中
心
と
し
た
、
人
の
手
に
よ
る
操

作
や
処
理
が
な
さ
れ
て
、
引
き
渡
さ

れ
た
動
産
、
つ
ま
り
自
動
車
と
か
電

こ
れ
ま
で
と
ど
こ
が
遣
う
の
で
す
か
?

こ
れ
ま
で
は
製
品
事
故
の
原
因
と

し
て
製
造
業
者
の
不
注
意
や
落
ち
度

(
H
過
失
)
の
有
無
を
証
明
す
る

こ
と
が
必
要
で
し
た
が
、

P
L
法
で

は
そ
の
製
品
が
通
常
有
す
べ
き
安
全

性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
(
H
欠
陥
)

を
立
証
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま

す。

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
?

「
欠
陥
L

こ
の
法
律
で
い
う
「
欠
陥
」
と
は
、

製
造
物
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
事
情

を
総
合
的
に
考
慮
し
て
、
製
造
物
が

通
常
有
る
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

製
品
の
調
子
や
性
能
が
悪
い
と
い
っ

た
単
な
る
品
質
上
の
不
具
合
は
、
P

L
法
の
賠
償
寅
任
の
根
拠
と
さ
れ
る

欠
陥
に
は
当
た
ら
な
い
わ
け
で
す
。

P
L
法
で
い
う
「
欠
陥
L

に
は
当
た
ら
な
い
た
め
に
、
損
害
賠

償
責
任
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、
現
行
の
民
法
に
も
と
づ

か

し

た

ん

ぽ

さ

し

を

ふ

句

こ
う

く
取
庇
担
保
責
任
、
債
務
不
履
行
、

不
法
行
為
責
任
な
ど
の
要
件
を
満
た

せ
ば
、
被
害
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任

に
も
と
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、

賠
償
責
任
を
負
う
の
は
誰
で
す
か
っ
・

一
定
の
場
合
を
除
き
、

P
L
法
に
も

と
づ
く
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

製
造
業
者
、
加
工
業
者
、
輸
入
業

者
な
ど
が
賠
償
責
任
を
負
、
つ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
販
売
業
者
は

P
し
法
が
で
き
た
か
ら
も
う
安
心
?

ど
ん
な
場
合
で
も
「
P
L
法
で
一

件
落
着
」
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の

P
L
法
の
制
定
を
機
に
企
業

も
さ
ま
ざ
ま
な
事
故
防
止
対
策
を
講

欠陥による被害が、その製造物自体の損害にとどまった場合であれば、

の法律の対象になりませんG

たとえば、通常に使用していたテレピが突然火をふいたとします。この場

合、テレピが燃えただけで、テレピ以外に損害がなければPL法の対象とは

ならず、現行の民法に基づく救済が考えられ ます。

しかし、テレビの発火が原因で火事となり、家が境失してしまったり、人

が火傷を負った場合は f拡大損害jが発生しているのでPL法の対象となり

ます。

このような場合に、被害者はこのテレビに欠陥があったことを証明すれ

ば、製造業者などに損害賠償を請求することができます。

、~

」ー

==PL法の
対象

==Pし法の
対象外

どんなものですか?

古
い
製
品
で
も
対
象
に
な
る
の
で
す
か
っ
・

製
造
業
者
の
責
任
を
問
え
る
一の
は
、
し
た
場
合
た
は
時
効
と
な
り
ま
す
。

原
則
と

L
て
製
品
引
き
渡
し
後
日
年
な
お
一、
P
L
法
の
施
行
前
に
引
き

間
で
す
。
ま
た
、
損
害
及
び
賠
償
責
渡
さ
れ
た
製
品
は
、
対
象
に
な
-lま

任
者
を
知
っ
た
時
か
ら
3
年
を
経
過

J

せ
ん

O

J

ピ

テレビのみ焼けた

口

製
造
物
責
任
法
の
成
立
は
、
安
全
で
安
心
で
き
る
社
会
を
築
く
う
え
で
大

き
な
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
を
い
か
し
て
い
く
た
め
に
は
、
皆

さ
ん
が
こ
の
法
律
を
よ
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

P
L
法
に
つ
い
て
の
相
談
は
次
の
と
こ
ろ
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

Pし法で救済される損害とは、

一山.、‘
-
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

岱

0
3
1
3
4
4
6
i
0
9
9
9

・
製
品
安
全
協
会

8
0
3
1
3
5
9
0
1
6
2
3
1
 

・
福
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

8
0
2
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9
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1
1
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9
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玉
川
村
花
い
っ
ぱ
い
運
動
協
議
会

(
車
田
次
夫
会
長
)
に
よ
る

H

花
い
っ

ぱ
い
運
動
H

の
花
植
え
作
業
が

5
月

下
旬
か
ら
6
月
上
旬
に
か
け
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
地
反
一
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

の
小
山
田
義
美
さ
ん
(
南
須
釜
)
と
渡

辺
政
一
さ
ん
(
北
須
釜
)
に
よ
っ
て
育

苗
さ
れ
た
国
体
の
花
「
サ
ル
ビ
ア
」
と

「
マ
リ
i
ゴ
ー
ル
ド
」
の
苗
4
5
，
0

0
0
本
を
、
各
小
中
学
校
を
含
む

ω
団
体
約
2
，6
0
0
人
の
手
に
よ
り
、

国
体
の
短
火
リ
レ

l
コ
l
ス
を
中
心

に
幹
線
道
路
沿
い
の
約
日
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
や
小
中
学
校
な
ど
に
植
え
付
け

ま
し
た
。
作
業
に
参
加
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
は
「
花
い
っ
ぱ
い
で

選
手
た
ち
を
迎
え
、
玉
川
の
良
さ
を

P
R
し
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い

ま
す
。
団
体
別
の
植
え
付
け
場
所
は

図
の
と
お
り
で
す

D

シリーズ国体⑧

)11 辺 老 人 つ つ ブ

2 二イハオフライト会

3 オールブラックス会

4 JAあぶくま石川青年連盟泉支部

5 二ノ ヤ コ フ ン ダ会

6 Tこ け の L-ー7 4コエ込

7 鹿 谷 j支 の dコbエ、

if0i 生 老 人 つ 二フ ブ

9 )11 谷 友 の dzb=z 、

10 f苦言 老 人 つ ー，ーJー、 ブ

11 ユ 力 1) dz会x、

12 玉川ライオンズクラブ

13 中 老 人 勺 てコ ブ

14 ノ辺、 る さ と 四 年 4ヱ色コZ、

15 竹 輸 4Z2玄b 

16 玉 JII 村商工会婦人部

17 玉川村商工会青年部

18 竜 崎 老 人 つ フ ブ

19 玉 JII キオ 翼 の izb x 

20 JAあぶくま石川婦人部泉支部

21 岩法寺老人つラブ

22 JAあぶくま石川青年連盟須釜支部

23 泉 4需 人 dコ3bL 

24 玉川スポー ツ民踊会

25 玉川村 B 赤奉仕団

8月15日現在
秋季大会まで
あと121日

33 四辻新田老人つラブ

34 JII 辺 学 校

35 泉 中 サ~ 校

36 玉 JII 第 一小学校

37 須 釜 学 校

38 須 釜 中 テムムム 校

39 須釜小学校四辻分校

26 士亡士コ士 老 人 つ てコ ブ

27 JAあぶくま石川婦人部須釜支部

28 5貢 釜 h書 人 ，ヱdb2Z、

29 〉東 頂 友 の 4主2主h 

30 北須釜老人クラブ

31 南 須 釜 老 人 ク ラ ブ

32 山小屋老人つラブ



回困画匹草画
5月212](8)玉jI /第一小学校と須釜小学校、 5月25B(8)には
辺小学校で大運動会が行われました。各学校ともヂそれぞ

れのスローガンのもとユニークで楽しさいっぱいの種自を展

開。見蓑や父母らがさわやかな汗を流していました。

昌司司国司
成
人
病
の
早
期
発
見
を
め
ざ
し
、
今

年
も

7
月

1
Bか
ら
住
民
総
合
検
診
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
役
場
保
健
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※当日都合の悪い方は、需ガン検診以外ならどの金場でも受ける
ことができます。

実施月呂 地震名 受付時間 実施場所 実施月日 地 IZ 名 受付時間 実施場所 r

I 7月 18仕}
JII 辺 JII 辺 公 畏 館

7月108(月) 自辻新田
四辻農業研修所

(1 ~8 結) 加登屋言語 j苫隣 塩 田 タ ミ 子宅前

7月3臼伺)
)11 辺

づシ 7 丹 118~
山小露、河エド

山小麗公民館
(上記以卦) lJ¥半号、青井沢

7月4日立J!) 中 午前 中生活己主義センター 7月128(初
吾、南須釜(蟹沢 午蔀 吉 集 コd企エ益、 所

7 : 15 -荻ノ田・)¥71て) 7 : 15 

岩法寺、中S組 構須 蔓
7月5日(水)

若草崎 1. 9 .11組 9 : 00 岩法寺農改センター ?月138休)
(上記以外) 9 : 00 勤労者体奇センター

7月 68休)
lJ，高 玉川村就改センター

7月148樹
蒜生 小高 玉川村就改センター

(1 ~g 組) 玉川村体育箆 (1 . 9組以外) 玉川村民体育館

?月 78樹 ゴヒ 須 釜 北須釜生改センター 7，915日出 篭 i崎 竜iIi奇公民館

8 

※串込みは、各地区の「ょっぱの会J会員、または投場保健課まで。

9 

."IJ(OfI)ffi(O 

月 日

時 間 午後6碍'"'-'6時30分 午後 68守'"'-'6時30分

場 所 玉川村保健センタ 須釜公畏箆

持参品 エプロン、筆記鰐呉

Fょっiぎの会』が貴女!こおくる

好評の「ょっぱの会Jの料理教室が令年も

また開催されます。

今回は f太巻き寿司jにチャレンジ口 rょ
っぱの会Jの皆さんが、簡単できれいな「の

り巻き寿司Jの作り方をあなたに伝顎!

参加費は無料です。お友達を誘って気軽に

ご参加くだきいD



平成?年5月

[Ì> 巴彩。~
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京三尽かむ.
ーみなさんか5の話題を

おまちしています一

役場企画調整課
広報係まで

広報たまかわ

" 
1本もないよ虫歯なんか

平
成
7
年
度
第
1
回
目
の

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式
が
4
月

出
日
、
村
保
健
セ
ン
タ
i
で
行
わ
れ
、

3
歳
毘
健
康
診
査
の
「
歯
科
」
で
虫

歯
の
な
か
っ
た
子
ど
も
、

4
名
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

よ
い
歯
を
し
て
い
る
の
は
、
次
の

子
ど
も
で
す
。

(
)
は
保
護
者
名
と
地
区
名

匠くん(弘明・小高)佐藤湯沢亮二くん(利之・岩法寺)

「
よ
い

泉
中
プ
!
ル
、

無
事
完
成
を
祈
願

現
地
で
安
全
祈
願
式

lJ ¥針隆太くん(良直・中)

泉中学校(須田昌守校長)ブール建設工事の安全

祈顧祭式が開校敷地内の現地で行われました。

式には、車問村長や野口庄一村教育委員長を

はじめ施行業者の株式会社城野組(石川町)城

野政勝代表取締役ら工事関係者などが出席し、

工事の無事完成を祈願しました。

泉中学校プールは、縦25メートル、横13メー

トルの 5コース用で、 8月31日完成予定となっ

ています。

村
婦
人
消
防
隊
に
晴
れ
の
表
彰
旗

f

平
成
?
年
度

福
島
県
下
消
防
大
会

小針雅史くん(正伊・南須釜)

玉
圃圃回国・

郡
大
会
V
5
達
成
f

石
川
地
方
交
通
安
全
子
供
自
転
車
大
会

若
川
地
区
交
通
安
全
協
会
主
催
の

第
口
回
石
川
地
方
交
通
安
全
子
供
自

転
車
大
会
が
、
平
田
村
の
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
や
永
田
小
校
庭
な
ど
を

会
場
に
行
わ
れ
、
玉
川
第
一
小
学
校

(
高
官
政
博
校
長
)
の

A
チ
l
ム
が

間
体
優
勝
し
、

5
連
覇
を
達
成
し
ま

し
た
。大

会
に
は
石
川
郡
内
の
5
小
学
校

か
ら
8
チ
1
ム
、
必
人
の
児
童
が
出

場
。
学
科
テ
ス
ト
や
安
全
走
行
テ
ス

ト
、
さ
ら
に
一
本
橋
走
行
や
ジ
グ
ザ

グ
走
行
と
い
っ
た
技
能
テ
ス
ト
で
、

安
全
運
転
の
技
を
競
い
ま
し
た
凸

平成?年6月広報?こまかわ

成
績
は
次
の
と
お
り

盟
国
体
の
部

i

凶
作
優
勝
玉
川
一
小
A
チ
l
ム

ι

凶
作
準
優
勝
浅
川
小
A
チ
l
ム

*
第
3
位
玉
川
一
小
B
チ
i
ム

掴
偲
人
の
部

t

凶
作
優
勝
溝
井
伸
弥

6
年

t

凶
作
準
優
勝
小
針
豪

6
年

t

凶作第
3
位
真
弓
英
樹

5
年

(
3
名
と
も
玉
一
・
小
A
)

O
団
体
優
勝
の
玉
一
小

A
チ
i
ム

の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。

二
は
保
護
者
名
・
敬
称
略

小
針
豪
く
ん

6
年
(
保
之
)

溝
井
伸
弥
く
ん

6
年
(
松
雄
)

小
針
光
智
く
ん

6
年
(
藤
徳
)

真
弓
英
樹
く
ん
5
年
(
靖
信
)

矢
吹
寿
洋
く
ん

5
年
(
洋
二

5
月
幻
日
に
郡
山
市
の
朝
日
が
丘

小
学
校
で
開
か
れ
た
県
南
方
部
大
会

に
浅
川
小
A
チ
i
ム
と
と
も
に
出
場

し
た
玉
一
小
A
チ
i
ム
は
、
惜
し
く

も
4
位
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
参
加
日
チ
i
ム
中
第
5
位
と
健

協
し
、
昨
年
と
同
じ
成
績
で
し
た
。

な
お
、
個
人
の
部
で
は
小
針
豪
く

ん
が
第
3
位
、
講
井
伸
弥
く
ん
が
努

力
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

交通安全協会分会、
一本化で新スタート/

石川地区交通安全協会玉川分会設立総会

かれんな春の花、一堂に
玉J11山野草会・春の山野草展

玉川村婦人消防隊(関根弘子隊長)が、郡山市のユ

ラックス熱海で関かれた平成 7年度の福島県下消防

大会で、福島県消防表彰の表彰旗を受章しました。

村婦人消妨隊(隊員1，618人)は、昭和37年の

設立以来防火思想、の普及や幅広い予防消i坊活動を

続け、住みよい地域づくりに積槌的に取り組み、

地域住民から厚い信頼を受けていることなどの功

額が認められ、今回の受章となりました。

真
心
の
水
芭
蕉

竜
崎
・
滝
見
不
動
境
内

10 

「
先
日
、
乙
字
ヶ
滝
を
見
物
し
ま

み
ず
ば
し
ょ
う

し
た
が
、
水
芭
蕉
が
盗
ま
れ
て
い

て
と
て
も
残
念
な
思
い
で
し
た
」
と

い
う
一
本
の
電
話
が
役
場
に
入
り
ま

し
た

D

電
話
の
主
は
、
仙
台
市
若
林
区

に
住
む
新
沼
弘
さ
ん
で
、
自
分
が
栽

培
し
て
い
る
水
芭
蕉
を
ぜ
ひ
植
え
て

ほ
し
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

送
ら
れ
て
き
た
水
芭
蕉
初
本
は
、

早
速
、
村
高
工
会
婦
人
部
(
円
谷
カ

ツ
ヨ
部
長
)
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
植

え
ら
れ
ま
し
た
。

新
沼
さ
ん
、
速
い
所
か
ら
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
切
に
育
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今まで村の交通安全協会は、泉分会と須釜分会の

旧村単位で交通安全活動が行われていましたが、今

後ますます多種多様化する交通事故に対応するた

め、同協会が一本化され、その設立総会が村就業改

善センターで聞かれました。

車田悦夫玉川分会設立準舗委員長のあいさつなど

に続いて行われた議事では、規約や事業計画などを

審議c 役員選出では会長に大野勝雄さんが選ばれま

したc 各役員は次のとおりです。

五月l山野草会(溝井博道会長)の春の山野草展が、村

就業改善センターで開かれました。

会場には、会員41人が丹精込めて育てたエビネやハク

サンチドリなどのかれんな草花148点が展示され、愛好

者たちの白を楽しませていました。

入賞者は次のとおりです。

(敬称略)

第
戸
国
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

親

or5 
{
女
四

安子

野

(敬称略)

・会長大野勝雄 ・副会長車田悦夫、石井清勝、

鈴木繁孝、小原良雄、矢吹忠吉 ・庶務・会計車

田明認・監事小木昭男坂本豊一駒木根等

塩沢車一草野正美塩沢良清

道
雄
臣
代

博
光
正
常

井
田
越
国

溝
車
村
率

11 

二
子
チ
ク
紫

野 l理
由光
井良

越一
和田照
山田ミ

里ト

谷

大
大
小
双
山
石

寅

賞

件“、
員力

主畏

主毘

努



(iE;o 司@fl1~語通健康ごよみ

うつくしま、ふくしま
フォトコンテスト作品募集! 平成7年度金婚夫婦表彰者の募集

玉川村老人つラブ連合会

次により平成7年度の金婚夫婦表彰者

を募集しています。

圃対象者昭和20年 1月 1日から12月

31自までに結婚された夫婦。または、そ

れ以前に結婚された夫婦で表彰を受けて

いない夫婦(老人つうブ会員以外でも受

け付けます〉

圃申し込み先

まで0

・募集期鰻平成7年 7月12日まで

表彰式は 9月15日の玉川村敬老会に行

われます。詳しくは村社会構祉協議会8

57-4410まで。

「俺の出番だ!!J 

警察官-婦人警察官募集中

県庁広報広聴課(岱

福島県に就職を希望する方のために

「就職ガイ夕、ンスj の開催

撞島県では、県外の大学ー短大・専修

学校等の学生で本県へのUターン就職を
希望される学生を対象に 6月末から 7月
にかけて県内の4会場において就職刀イ

タンスを開穫します。
・郡山会場
6月初日(金) 午後 1時力¥ら
ホテル八マツ(郡山市虎丸EB])

・いわき会場
7月7自(金) 午後 1時30分から
新瀧(いわき市平麗川瀬)

・会津若松会場
7月12日(水) 午後 1碍30分力¥ら
7シントンホテjレ(会津若松市百虎時)

・揺島会場
7月18日(刻午後 1時30分から
撞島クリーンパレス(福嵩南太田町)
撞島黒へ就職を希望される方はぜひこ

の機会に参加されますとともに、このよ
うな学生のいらっしゃるご父兄は、ぜひ

この機会に参加されますよう本人にお知

らせください。
詳しくは、福島察庁職業安定課(岱

0245-21--7304)又はもよりの公共職業
安定所()¥口一つ一つ)までお問い合わ

せください。

7月2日(日)河川クリーンアップ作戦

ふ
る
さ
と
の
川
に

や
さ
し
さ
を
グ

1歳6ヶ月児健診…...・ H ・H ・H ・-一……⑧

午後 1時30分"-'2時 国
母親教室・…....・ H ・-……・・…・……・……⑧

午後6時15分"-'6時30分 麗
機能部i練…・…・・…....・ H ・-…・…....・ H ・...⑧

午後 1時30分-----3時3D分 圏
日本脳炎予紡接種….....・ H ・.....・ H ・...霞m
午後 1時----1 B守15分 関
日本脳炎予防接種……・・…-……・…・…⑧
午後 1時----1時30分 閤

※ 7月l基金畏総合検診を実施します。(8ページ
をご貫ください)

保健センター
須釜公民館

受付

@
圏
一
回

.6月

168(謝

21日(水)

298(木)

27己(刈

28日(水)

各地区の老人クラブ会長

掴題材テーマに沿って、平成6年7月18
から1年間に寄島県内で掻影されたもの0

・応義資格ブロ-アマチ二Lアを関わずに
どなたでも応募できます。
副賞 うつくしま、ふくしま。大重量(費状と
副賞50万円)等計100点
国応募規定じ応募は、4つ切りサイズ(ワ
イド4つ切り可)のカラーフペ1)ントのみ01>単
写真で、一人何点でもr;6.募できます。1>未
発表の作品で、間ーまたは類似作品が他
のコンテストや媒体に応募あるいは龍用
予定のないものに限ります。いこの他の応
募条件等については、最寄りの地方振興渇
または市長村の窓口にある葬集要綱をご
覧ください。
置応募方法応募作品1点ごとに、タイト
jレ、掻影場所、撮影年月日、譲影意図(50字
以内)、住所、氏名、年齢、性別、電話番号、職
業(学校名)を記入した応募粟(自作可)を
作品の裏面に貼布し、=r960-70福島県広
報広聴諜(住所不要)へ、郵送(作品が鎮ま
ないよう十分注意し包装してください)ま
たは持参してくだきい。
回締切り 平成ワ年7月15日(当日消印有
効〉
蹟問い合わせ先
0245-21--7014) 

|お誕生おめでとうございます|

( 5月届出分)

j
 

諮

也

夫

人

利

f

幸

護

月

保

哲

邦

聡

雅

尚

隆

博

名
ぃ
衣
と
登
る
志
ご
山
瞳
な
菜
m
大
さ
希
的
文

抵
ゅ
結
川
裕
ω
武
山
純

L

一
出
川
賞
付
和
詰
早

川
U

田

竹

吹

田

木

;

桝

山

根

釜

出

熊

大

矢

車

鈴

小

杉

関

須

区

辺
地

H
芸

!
j

ゴ
示

ク

岩法寺

竜 UI奇

南須釜

ク

村のようす
( ?年5月1日現在〉

管 1，760戸川

日

(
納
期
摂
は

6
月
出
自
(
丹
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
)

7，672人(-11)

3， 783人(-4) 

3，889人(-7) 

下記の方々かあ社会福祉活動資金として寄付

をいただきました。厚く御礼申し上げます。

言己

・Jf/辺の須藤撃さんから 3万円

・蒜生の真弓喜重さんから 3万円

・小高の車田陽ーさんから 5万円

・南須釜の大野吉孝さんから 3万円

・北須釜の草野昭夫さんから 2万円

. ク の車田勇きんから 2万円

・四辻新田の溝井靖二さんから 2万円

(村社会指祉協議会)

寄付ありがとうございます

'l 

諸島県では、平成 7年度の警察官と婦

人警察官を葬集中です。あなたの若い力

を号明日の治安の一翼を控う円高値ある

人生ムにかけてみませんか。

-年令等性別

昭和41年4月2自力¥ら

昭和53年4月 18までに

生まれた男子

・学歴
警察智A以外の者

-年令性別

昭和41年4月2日から

昭和53年4月1日までに

生まれた女子

・学匿

学躍は関わない

7月31日(月)

んあるさと自慢写真コンテストJ

出展作品募集!!

あなたが県内外の人々にぜひアピール
じたいと思う橿島県県中部地域のいろい
ろな魅力的なシーンを写真にしてご応馨
ください。罷秀作品は表彰の上、郡山地方
広域市町村圏のPR出版物に使用させて
いただきます。
圏募集対象特に限定いたしません。ど
なたでもごr;6.募下さい。
量作品サイズ 4つ切リサイズ(力ラーま
たはモノクロ〉
自作晶子ーマ 撞島県中地域の自然-暮ら
レ文化などをテーマとしたもの
語応募ぴ切平成7年8月四
贋作品送付 郵便にて下記事務高までご
送付ください。
組表彰榎秀作品数点を表彰いたしま
す。最優秀作品 1点慢秀作品 5点
笹作 5点
ーその他応募の際、応募者の住所-氏名・
電話・年齢・職業と作品の題を部紙に記入
じて添付してください。
くfi芯募・問い合わせ先〉
撞島県郡山地方広域市町村盟組合事務
愚ふるさと自慢写真コンテスト係〒
963諸島県郡山璃自1TEl23番7号電話。249(24)2451

めざせ豊かな長寿社会

高齢者等住宅改造資金

思いやりはまず身近なところわ¥ら。階

段、お風呂、トイレ…見直せばもっと快
適な住まいにできる。家族みんなが安心

して住むことができるように改造してみ
ませんか。 r撞島県高齢者等住宅改造資

金Jは、お年寄りゃ体の不自由な方など
が、住み横れた地域で家族に固まれて生
活を送るために、住まいなどを改善した

い方々を応援する低金利の資金ですc 皆

さんのやさしい患いやりを実現するため
に、ぜひご利用ください。

田融資対象事業高読者などの現住家屋
(新築を蛤く)に対し、安全性の向上に

主張を置き、高齢者等がより岩住しやす
いように行う風呂場、便所、廊下などの
増改築の工事。

量融資金額 10万円以上3∞万円以内
(10方舟単位)

関手IJ 率年率2.8%
詳しくは、県高齢保健播祉課在宅撞祉

係官0245-21-7163まで

( 5月届出分)

ミ

徳

孝

夫

一

一

ツ

勇

陽

カ

昭

清

春日土砂災害防止月間
6月は梅雨シーズン!

長稽や集中豪開などによリ地盤がゆる
み、土砂災害がおとりやすくなります。 B
頃から家の周りのガケなどを点検し、災害
にあわないように注意しましょう。

匂々+十一世
間

以
同
」齢年名

マ

雄

ミ

長

ヨ

和

キ

ブ

低

ク

清

ヴ

吉

叶

清

マ

ノ

七

藤

由

形

木

野

田

野

井

死

須

車

尾

鈴

大

車

草

溝

87 

82 

58 

53 

90 

86 

71 

53 

地IZ
111 辺

中

i崎

南須釜

北須釜

ろ，

四辻新田

ー

期

分

6
月

分

税
務
職
員
(
税
務
大
学
校
生
)
募
集
!

人
事
院
冨
税
庁
で
は
、
高
校
卒
業
謹
度
の
税
務
職
員
(
税
務
大

学
校
生
)
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

-
受
験
額
書
受
付
平
成
?
年

5
月
初
日
(
金
)
か
ら
平
成

7
年

7
月

7
8
(金
)
ま
で
・
第
?
次
試
験
(
教
養
試
験
・
適
性
試
駿
-
作
文

試
験
)
平
成
7
年
5
月
間
自
(
司
)

詳
し
く
は
、
在
記
ま
で
お
自
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
仙
台
雷
税
愚
人
事
第
二
課

8
0
2
2

〈

2
6
3
)
1
1
1
1

内
線

3
2
3
5
ま
た
は
最
寄
り
の
税
務
署
ま
で

今
月
の
納
税

村

県

民

税

国

民

年

金

玉
川
村
短
歌
会
佳
作
抄

村

公

民

舘

生
か
し
た
く
心
に
念
じ
ひ
た
す
ら
に
看
取
り
し
え
今
こ
こ
に
あ
り

小

針

益

豆

・

作

花
北
む
と
の
ぼ
り
て
ゆ
け
ば
込
の
端
に
ニ
宮
先
生
の
石
龍
が
是
つ

小
針
み
ね
子
・
作

川
よ
よ
り
大
石
一
つ
な
が
れ
込
み
阿
鼻
叶
喚
の
者
治
の
本

守
次
・
作

小
針

こ
れ
ま
で
と
え
を
ヰ
ど
め
る
登
山
口
飯
支
の
咋
は
迫
る
が
に
嘩
え
ゆ

吉
田
英
、
祐
・
作

山
知
に
胡
ふ
を
も
げ
ば
棒
一
つ
わ
れ
を
追
う
が
に
ま
つ
わ
り
て
来
る

品
開
山
さ
く
み
・
作

わ
が
局
の
殺
り
を
か
り
で
か
孫
の
手
が
今
日
も
叩
い
て
く
れ
る
優
し
さ

真

与

は

ん

・

作

こ
わ
れ
物
に
さ
わ
る
如
に
初
孫
を
え
口
は
抱
さ
ぬ
身
を
か
た
く
し
て

h
r
e
刀
官

-am-
、、，J'

ツ
ヤ
・
作 詳しいことは、最寄りの警察署か駐在

所にお尋ねください。(fi0247-26-2191)
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「
夜
間
学
校
の

卒
業
記
念
」

こ
の
写
真
は
、
小
高
の
岩
谷
浩
光

さ
ん
(
沌
歳
)
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の

で
、
須
釜
実
業
補
習
学
校
の
大
正
M

年
度
卒
業
式
(
大
正
日
年
3
月
)
の
記

念
写
真
で
す
。

「
父
が
当
時
こ
こ
で
先
生
を
し
て

い
た
時
の
写
真
で
、

ω歳
前
後
だ
っ

た
の
か
ナ
ァ
。
私
は
小
学
3
、
4
年

生
位
で
し
た
」
と
語
る
岩
谷
さ
ん
。

校
舎
改
築
後
間
も
な
い
須
釜
尋
常

高
等
小
学
校
前
で
写
っ
て
い
る
方
々

は
、
最
前
列
中
央
和
服
姿
の
人
が
当

時
の
須
釜
村
長
だ
っ
た
故
相
楽
朝
重

さ
ん
。
そ
の
右
側
が
故
渡
辺
欣
吾
校

長
で
す
。
写
真
提
供
し
て
く
れ
た
浩

光
さ
ん
の
父
親
、
故
山
石
谷
力
雄
さ
ん

は
村
長
の
左
側
の
人
で
、
首
席

(今

の
教
頭
)
だ
っ
た
そ
う
で
す

D

最
後

列
中
央
に
は
増
子
音
重
氏
(
お
歳
、

南
須
釜
)
が
写
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

左
側
は
故
草
野
央
司
さ
ん
(
北
須
釜
、

昭
夫
氏
の
父
)
だ
そ
う
で
す
。

「
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
一
年
間

こ
こ
で
農
業
や
社
会
教
育
な
ど
を
習

い
、
時
々
教
室
の
明
り
を
消
さ
れ
先

生
が
生
徒
に
殴
ら
れ
た
ン
だ
そ
う
で

す
」
と
岩
谷
さ
ん
。

大
正
日
年
、
須
釜
夜
学
校
が
実
業

補
習
学
校
と
名
を
換
え
て
い
ま
す
。

たまかわの皆さん
引:おお~元気です1カカ

一東京玉川会員だより一

f仕事で知つた母校の変遷』

東
京
都
江
戸
川
区

白

旗

敏

徳
さ
ん
(
川
辺
出
身
)

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
万
緑

濃
い
季
節
と
な
り
、
忙
し
い
毎
日

を
お
過
ご
し
の
事
と
お
察
し
い
た

し
ま
す
。

持
が
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

私
も
故
郷
を
離
れ
て
初
年
に
な
り
、

現
在
東
京
の
江
戸
川
区
に
て
福
祉

関
連
事
業
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

先
般
、
縁
あ
っ
て
玉
川
村
の

「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
建
設
事

業
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
建
設
場
所
が
な
ん
と
私

の
母
校
(
泉
中
学
校
)
の
跡
地
で

あ
る
こ
と
を
知
り
、
当
時
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。
納
品
の

際
に
は
、
現
地
で
「
木
造
校
舎
が

こ
こ
で
体
育
館
は
あ
そ
こ
、
こ
の

辺
に
鉄
棒
が
あ
っ
て
・
:
」
と
自
で

追
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
友

人
や
恩
師
の
事
が
昨
日
の
事
の
よ

う
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

子
供
も
既
に
親
離
れ
し
「
ど
こ

か
へ
行
こ
う
」
と
言
っ
て
も
、
「
勝

手
に
行
っ
て
来
た
ら
」
と
い
う
調

子
で
、
こ
う
い
う
時
期
に
な
り
ま

す
と
益
々
故
郷
が
懐
か
し
く
な
っ

て
く
る
よ
う
で
す
。

先
日
、
北
海
道
出
張
の
帰
り
の

飛
行
機
か
ら
福
島
空
港
を
見
る
事

が
で
き
、
玉
川
村
も
益
々
発
展
し
、

良
い
村
に
な
っ
て
ゆ
く
な
、
と
我

が
事
の
よ
う
に
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。

交
通
の
便
、
住
宅
、
福
祉
と
充

実
し
変
わ
り
ゆ
く
村
を
思
う
と
、

出
来
う
る
事
な
ら
背
の
面
影
を
残

し
た
穏
や
か
な
村
で
も
あ
っ
て
ほ

し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

取
り
留
め
の
な
い
文
章
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
村
の
益
々

の
発
展
と
皆
様
の
御
健
康
を
祈
念

し
て
失
礼
い
た
し
ま
す
。
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